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五
代
友
厚
の
半
田
銀
山
再
開
発
と
早
田
傳
之
助

半
田
銀
山
（
伊
達
郡
桑
折
町
）
は
、
江
戸
時
代
に
は
石
見

い
わ

み

銀
山
（
島
根
県
大
田
市

・
生
野
銀
山
（
兵
庫
県
朝
来
市
）
と

）

お
お

だ

い
く

の

あ
さ

ご

と
も
に

「
三
大
銀
山
」
と
称
さ
れ
た
幕
府
直
轄
の
銀
山
で
あ

、

っ
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
幕
府
の
手
を
離
れ
、

北
半
田
村
名
主
で
あ
っ
た
早
田
傳
之
助
が
銀
山
経
営
を
請
け

負
う
よ
う
に
な
る
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
坑
内
事

故
に
よ
り
閉
山
と
な
っ
た
。
早
田
家
は
、
半
田
銀
山
が
幕
府

直
営
で
あ
っ
た
頃
よ
り
出
入
り
を
許
さ
れ
た
商
人
の
家
柄
で

も
あ
る
。
半
田
銀
山
は
明
治
六
年
七
月
に
は
官
営
に
指
定
さ

れ
た
が
、
早
く
も
翌
年
七
月
に
は
薩
摩
藩
出
身
の
大
久
保
利

通
・
松
方
正
義
ら
政
府
高
官
と
親
し
か
っ
た
鹿
児
島
県
士
族

五
代
友
厚
の
弘
成
館
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

当
館
収
蔵
の
早
田
傳
之
助
家
文
書
の
な
か
に
は
、
包
紙
の

表
に
「
五
代
様
書
類
」
と
書
か
れ
た
十
三
通
の
近
代
文
書
が

あ
り
、
早
田
家
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
文
書
群
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

友
厚
は
、
明
治
七
年
五
月
二
十
五
日
に
桑
折
の
大
島
屋
で

半
田
銀
山
再
開
発
の
現
地
事
務
代
理
人
の
こ
と
に
よ
り
傳
之

助
と
面
会
し
て
い
る
。
友
厚
ら
は
、
翌
年
六
月
八
日
か
ら
十

二
日
ま
で
早
田
邸
に
止
宿
し
て
半
田
銀
山
を
視
察
し
、
十
二

日
に
福
島
県
庁
を
訪
問
し
て
い
る
。
図
版
の
文
書
は
、
こ
の

と
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
友
厚
が
半

田
銀
山
再
開
発
に
関
す
る
現
地
の
事
務
代
理
人
で
あ
る
傳
之

助
に
年
報
酬
五
十
円
を
約
束
し
、
銀
山
経
営
が
盛
況
に
な
っ

た
際
に
は
報
酬
を
引
き
上
げ
る
の
で
、
業
務
を
し
っ
か
り
と

遂
行
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
報
酬
は
、
六
月
と

十
二
月
の
二
度
に
分
け
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な

お
、
黒
印
の
印
文
は
、
隷
書
体
に
よ
る
「
友
厚
」
で
あ
る
。

明
治
九
年
六
月
二
十
一
日
に
は
明
治
天
皇
の
半
田
銀
山
行

幸
が
あ
っ
た
。
七
月
二
十
五
日
に
は
、
友
厚
は
南
半
田
村
の

鉱
脈
の
採
掘
権
を
得
て
再
び
開
坑
し
、
こ
の
出
願
事
務
も
信

（
渡
邉
智
裕
）

頼
し
て
い
た
傳
之
助
に
委
任
し
て
い
る
。

明治８年（1875）６月９日付証（部分、早田傳之助家文書（その２）801-⑦）



、

（

）

諸
家
文
書
の
中
に
は

鉄
砲

火
縄
銃

の
管
理
と
扱
い
に
つ
い
て
の
文
書
が
多
く

あ
る
。

一
六
世
紀
末
か
ら
進
め
ら
れ
た
「
刀
狩

り
」
に
よ
る
武
士
階
級
と
そ
れ
以
外
の
階

級
と
の
身
分
的
分
離
政
策

い
わ
ゆ
る

兵

、

「

農
分
離
」
後
に
お
い
て
も

「
鉄
砲
改
」

、

な
ど
の
法
令
を
発
布
し
村
々
で
所
有
す
る

鉄
砲
の
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
。

江
戸
幕
府
の
法
典
で
あ
る
「
公
事
方
御

定
書
」
に
よ
れ
ば
、
寛
文
二
年
（
一
六
六

二

「
猟
師
之
外
鉄
砲
停
止
之
事
」
が
関

）
八
州
内
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
貞
享
四

年
（
一
六
八
七
）
の
御
触
書
に
よ
り
全
国

に
法
令
順
守
の
布
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

お
り
し
も
、
幕
府
が
生
類
憐
み
の
令
を
布

令
し
た
の
と
同
年
で
あ
る
。

こ
の
貞
享
四
年
の
「
鉄
砲
改
」
に
は
全

国
に
布
令
さ
れ
た
事
を
示
す
「
何
国
何
郡

何
村
」
の
記
述
が
あ
る
上
、
百
姓
が
所
持

で
き
る
鉄
砲
を

用
心
鉄
砲
・
威
鉄
砲

月

「

（

切
鉄
砲

・
猟
師
鉄
砲
」
に
規
定
し
て
い

）

る
。
写
真
の
よ
う
な
鉄
砲
証
文
は
、
百
姓

が
鉄
砲
を
使
用
す
る
場
合
に
村
か
ら
領
主

に
提
出
す
る
文
書
で
あ
り
、
鉄
砲
改
証
文

・
鉄
砲
改
帳
・
鉄
砲
預
証
文
・
猟
師
鉄
砲

預
証
文
等
が
あ
る
。
記
載
内
容
は
、
持
ち

主
・
鉄
砲
の
数
・
弾
丸
の
大
き
さ
・
害
獣

名
・
害
獣
に
よ
る
被
害
内
容
・
違
反
し
た

場
合
の
連
帯
責
任
等
の
共
通
し
た
記
載
で

あ
る
。

証
文
の
中
に
は
、
作
物
や
人
馬
に
対
し

て
被
害
を
も
た
ら
す
獣
の
威
嚇
に
使
用
す

る
「
威
鉄
砲
」
に
関
し
て
の
文
書
が
比
較

的
多
く
、
各
藩
に
お
い
て
産
業
の
奨
励
に

よ
っ
て
山
林
原
野
が
開
発
さ
れ
、
人
と
鳥

獣
類
の
住
環
境
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
た
、
諸

家
文
書
の
中
に
は
、
預
か
っ
た
鉄
砲
が
壊

れ
た
こ
と
に
よ
る
取
替
の
願
書
や
猟
師
鉄

砲
鑑
札
願
い
な
ど
も
あ
る
。

な
お
、
鉄
砲
の
種
類
は
、
使
用
弾
丸
の

大
き
さ
と
銃
の
長
さ
で
表
記
さ
れ
、
概
ね

三
匁
五
分
（
一
三
グ
ラ
ム
）
の
弾
丸
と
、

三
尺
五
寸
（
一
〇
七
セ
ン
チ
）
前
後
の
長

さ
の
銃
の
記
載
が
多
い
。

鉄
砲
に
関
す
る
法
令
は
、
武
器
と
し
て

の
鉄
砲
を
没
収
し
、
改
め
て
登
録
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
治
安
維
持
に
繋
げ
る
銃
規

制
の
原
点
で
あ
り
、
現
代
に
も
通
ず
る
も

（
佐
々
木
慎
一
）

の
で
あ
る
。

相
馬
市
中
村
に
あ
る
福
島
県
指
定
重
要

「

」

有
形
民
俗
文
化
財
の

田
代
駒
焼
登
り
窯

一
基
は
、
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
。
昨
年
十
二
月
に
は
、

相
馬
市
が
田
代
家
か
ら
譲
り
受
け
て
修
理

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

相
馬
駒
焼
は
田
代
駒
焼
と
も
い
い
、
田
代

窯
は
中
村
藩
の
御
用
窯
で
あ
っ
た
た
め
、

江
戸
時
代
に
は
相
馬
駒
焼
は
一
般
に
流
通

せ
ず
、
主
に
進
物
や
贈
答
品
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
。
田
代
家
の
当
主
は
、
代
々

清
治
右
衛
門
を
襲
名
し
て
い
る
。

当
館
収
蔵
の
堀
切
三
郎
家
文
書
の
な
か

に
、
寛
政
期
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）

頃
の
白
河
藩
が
、
中
村
藩
御
用
達
で
も
あ

っ
た
堀
切
家
を
通
し
て
田
代
清
治
右
衛
門

に
相
馬
駒
焼
の
作
製
を
依
頼
し
、
そ
の
経

緯
が
よ
く
分
か
る
興
味
深
い
文
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。
堀
切
三
郎
家
文
書
は
、
上
飯

坂
村
大
庄
屋
格
で
あ
っ
た
堀
切
家
文
書
の

一
部
で
、
新
宅
に
出
た
と
き
に
引
き
継
が

れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
飯
坂
村
は
、
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
）
よ
り
白
河
藩
領
と
な

り
、
堀
切
家
は
中
村
・
白
河
・
福
島
な
ど

の
諸
藩
の
御
用
達
の
家
柄
で
も
あ
っ
た
。

図
版
は
、
白
河
藩
が
特
別
に
注
文
し
た

竪
瓜
形
の
水
指
の
図
案
で
、
山
城
が
描
い

み
ず
さ
し

て
い
る
。
そ
の
製
法
は
、
青
磁
焼
で
、
貫

入
が
あ
る
も
の
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。
貫

入
と
は
、
陶
磁
器
の
釉
薬
の
表
面
に
、
割

目
の
よ
う
に
細
か
く
入
っ
た
ひ
び
模
様
の

こ
と
で
あ
る
。
水
指
の
大
き
さ
は
、
口
径

が
三
寸
五
分
、
縁
の
厚
さ
が
三
分
位
、
底

の
高
台
の
直
径
が
三
寸
、
口
か
ら
の
高
さ

、

、

は
六
寸

胴
の
中
程
の
膨
ら
み
が
八
寸
位

口
周
り
の
し
し
（
突
起
）
が
四
五
分
位
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
弥
右
衛
門
が
作

製
し
た
臼
形
の
水
指
の
図
案
も
存
在
し
て

い
る
。
大
き
く
貫
入
が
あ
る
青
磁
の
砂
焼

に
し
、
縦
に
大
小
の
箆
目
を
所
々
に
回
す

へ
ら

め

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
高
さ
は
六
寸
、
口

径
が
七
寸
、
高
台
は
付
け
ず
、
そ
の
ほ
か

は
焼
物
師
の
好
み
に
任
せ
る
と
あ
る
。

巳
年
二
月
二
十
五
日
付
で
上
飯
坂
の
堀

切
与
四
郎
は
、
相
馬
中
村
田
町
の
田
代
清

治
右
衛
門
か
ら
発
注
品
の
請
求
書
を
受
け

取
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
瓜
形
水
指

一
口
が
一
分
二
朱
、
臼
形
水
指
一
口
が
一

分
、
手
付
水
指
一
口
が
一
分
、
丼
二
口
が

、

。

二
分

合
計
で
一
両
一
分
二
朱
で
あ
っ
た

同
二
十
七
日
、
白
河
藩
保
原
年
番
所
は
急

ぎ
で
与
四
郎
へ
受
取
証
を
出
し
、
そ
こ
に

は
前
述
の
油
紙
に
包
ま
れ
た
箱
入
り
の
竪

瓜
形
水
指
と
臼
形
水
指
を
各
一
口
ず
つ
確

（

）

か
に
受
領
し
た
と
あ
る
。

渡
邉
智
裕
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江
戸
期
の
鉄
砲
所
有
と
管
理

白
河
藩
か
ら
発
注
さ
れ
た相

馬
駒
焼

「鉄砲預帳 （矢沢三郎家文書1157）」

竪瓜形の水指の図案

（ 、 ）部分 堀切三郎家文書268



江
戸
時
代
の
伊
達
・
相
馬
地
方
な
ど
に

、

「

」

は

新
年
の
風
物
詩
の
一
つ
に

墨
塗
り

が
あ
っ
た

墨
塗
り

は

小
正
月

一

。「

」

、

（

月
一
五
日
前
後
）
な
ど
に
、
村
落
内
で
墨

・
鍋
墨
を
顔
に
塗
り
あ
う
行
事
で
、
厄
払

い
と
し
て
全
国
で
行
わ
れ
て
い
た
。
な
か

で
も
、
伊
達
・
相
馬
地
方
で
は
、
祝
い
の

意
味
も
兼
ね
て
新
婚
夫
婦
の
顔
に
墨
を
塗

る
風
習
が
あ
り

相
馬
中
村
藩
の
地
誌

奥

、

『
お
う

相
志
』
や
、
石
金
音
主
・
内
池
永
年
共
著

そ
う

し

い
し
が
ね
お
と
ぬ
し

う
ち
い
け
な
が
と
し

『
陸
奥
国
信
夫
郡
伊
達
郡
風
俗
記
』
に
記

述
が
あ
る
。
特
に
「
伊
達
の
墨
塗
り
」
は

広
く
知
ら
れ
、
東
国
の
名
勝
・
風
俗
・
説

（

）

話
を
収
録
し
た
寛
政
一
三
年

一
八
〇
一

刊
行
『
東
遊
奇
談
』
に
、
著
者
一
無
散
人

い
ち

む

さ
ん
じ
ん

が
築
館
（
月
舘
）
で
体
験
し
た
墨
塗
り
の

様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
享
和

（

）

『

』

二
年

一
八
〇
二

刊
行

俳
諧
新
季
寄

（
菅
沼
奇
淵
編
）
で
は
、
新
年
の
季
語
に

す
が
ぬ
ま

き

え
ん

伊
達
郡
の
「
墨
ぬ
り
」
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
墨
塗
り
は
伊
達
地
方
の

特
筆
す
べ
き
習
俗
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
後

期
の
川
俣
代
官
領
で
は
規
制
対
象
と
さ
れ

た
。
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
「
廻

章

（
渡
辺
弥
平
治
家
文
書
（
そ
の
一
）

」
六
一
一
）
は
、
代
官
に
よ
る
墨
塗
り
禁
止

通
達
を
、
町
飯
坂
村
（
川
俣
町
）
名
主
・

検
断
が
村
内
に
周
知
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
前
文
は
二
年
前
の
通
達
文
で

「
聟

、
む
こ

取
・
娵
取
之
節
初
而
之
正
月
ニ
者
、
村
中

と
り

よ
め
と
り

の

せ
つ
は
じ
め
て

の

し
ょ
う
が
つ
に

は

む
ら
じ
ゅ
う

若
者
共
大
勢
申
合
罷
越
墨
を
塗
、
右
ニ

わ
か
も
の
ど
も
お
お
ぜ
い
も
う
し
あ
い
ま
か
り
こ
し
す
み

ぬ
り

み
ぎ

に

付
候
而
者
法
外
之
者
共
も
有
之
候
」
と
述

つ
き
そ
う
ろ
う
て
は
ほ
う
が
い

の

も
の
ど
も

こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

べ
、
度
を
越
し
た
墨
塗
り
を
「
以
之
外
不

も
っ
て
の
ほ
か

ふ

埒
至
極
」
と
批
判
し
、
墨
塗
り
を
禁
じ
て

ら
ち

し

ご
く

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
墨
塗
り
の
風

聞
は
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
本
書
で
墨
塗

り
禁
止
を
再
通
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

同
村
で
村
役
人
を
務
め
た
渡
辺
家
の
日

記
「
累
世
年
鑑
」
天
保
八
年
部
分
（
同
家

文
書
四
七
三
）
の
正
月
一
四
日
付
に
は
、

最
初
の
通
達
を
受
け
た
村
の
対
応
が
記
さ

れ
て
い
る
。
墨
塗
り
を
禁
じ
た
御
触
れ
の

記
述
に
続
き

「
若
物
共
内
々
ニ
而
墨
ぬ

、
わ
か
も
の
ど
も
う
ち
う
ち

に

て

す
み

り
致
候
、

右
ニ
付
墨
ぬ
り
悦
之
所
江

い
た
し
そ
う
ろ
う

み
ぎ

に

つ
き

す
み

よ
ろ
こ
び
の
と
こ
ろ
へ

若
物
共
手
わ
け
ヲ
致
五
人
位
ゟ
不
参
候
」

わ
か
も
の
ど
も

て

を
い
た
し
ご
に
ん
く
ら
い
よ
り
ま
い
ら
ず
そ
う
ろ
う

と
あ
り
、
若
者
は
密
か
に
墨
塗
り
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
参
加
者
を

五
人
未
満
に
自
粛
し
、
し
た
た
か
に
自
ら

の
伝
統
を
守
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
墨
塗
り
も
、
明
治
時
代
に
は
「
弊へ

い

風
」
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に

ふ
う小

正
月
の
存
在
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、
墨
塗

（

）

り
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
小
野
孝
太
郎

当
館
は
古
文
書
・
公
文
書
を
収
集
・
整

理
・
保
存
す
る
役
割
を
担
う
施
設
の
た

め
、
収
蔵
資
料
の
大
部
分
が
紙
資
料
で
あ

る
。
だ
が
、
非
紙
資
料
で
あ
っ
て
も
、
古

文
書
な
ど
の
資
料
群
に
付
随
し
、
地
域
の

歴
史
を
紐
解
く
上
で
重
要
な
資
料
は
収
蔵

。

、

さ
れ
る
場
合
が
あ
る

そ
の
一
例
も
兼
ね

今
年
度
の
「
新
公
開
史
料
展
」
で
展
示
中

の
高
札
を
取
り
上
げ
た
い
。

「

民
風
御
改
正
〕
申
渡
」
は
、
中
塚

〔

村
（
塙
町
）
の
庄
屋
を
務
め
た
松
本
家
に

伝
わ
っ
た
高
札
で
、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
一
二
月
、
塙
代
官
の
大
竹
左
馬
太
郎

。「

」

、

の
命
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た

高
札

は

板
札
に
法
令
や
施
政
な
ど
を
箇
条
書
き
で

墨
書
し
、
人
目
に
付
く
所
に
立
て
た
も
の

で
、
こ
の
高
札
に
も
六
箇
条
の
事
項
が
墨

書
さ
れ
、
村
役
人
宅
前
か
高
札
場
に
掲
げ

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
箇
条
書
き
の
内
容
を
列
記
す
る
。

第
一
条
、
百
姓
は
農
業
に
専
念
し
出
精

し
ゅ
っ
せ
い

す
る
こ
と
。
第
二
条
、
父
母
に
孝
養
し
、

年
長
者
を
敬
い
、
村
内
和
合
す
る
こ
と
。

第
三
条
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
吉
凶
事
の

奢
侈
を
禁
じ
、
そ
の
規
模
・
人
数
を
慎
む

し
ゃ

し

こ
と
。
第
四
条
、
名
主
は
絹
・

紬

、
そ

つ
む
ぎ

。

、

の
他
は
木
綿
を
着
用
す
る
こ
と

第
五
条

買
芝
居
・
買
角
力
・
子
躍
を
禁
じ
、
社
寺

す

も

う

参
詣
も
極
力
自
粛
す
る
こ
と
。
第
六
条
、

博
打
・
賭
け
事
を
禁
じ
、
無
宿
を
取
り
締

む
し
ゅ
く

ま
る
こ
と
。
以
上
の
六
箇
条
を
村
民
に
周

知
さ
せ
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

ま
た
、
前
文
に
は
高
札
が
立
て
ら
れ
た

背
景
の
記
述
が
あ
り
、
遡
る
こ
と
四
〇
年

以
上
前
、
文
化
年
間
に
塙
代
官
の
寺
西
重

次
郎
封
元
が
打
ち
出
し
た
「
民
風
改
正
」

た
か
も
と

の
違
反
者
が
増
え
て
き
た
た
め
と
あ
る
。

「
民
風
改
正
」
は
、
寺
西
が
中
心
と
な
っ

て
、
近
隣
諸
藩
と
の
連
携
に
よ
り
広
域
で

行
わ
れ
た
農
村
復
興
策
で
あ
る
。
当
時
問

題
化
し
て
い
た
百
姓
の
窮
乏
と
農
村
荒
廃

の
危
機
に
あ
た
り

「
農
業
へ
の
専
従
」

、

と
「
奢
侈
禁
止
と
倹
約
・
備
荒
」
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
で
、
農
村
生
活
の
改
善
と
安。

定
的
な
年
貢
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た

本
高
札
は
、
こ
う
し
た
寺
西
の
意
が
し

っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
お
り

「
民
風

、

改
正
」
再
徹
底
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
材
質
は
木
で
あ
る
も
の

の
、
古
文
書
で
も
あ
り
、
後
の
公
文
書
と

（
小
野
孝
太
郎
）

も
い
え
る
資
料
で
あ
る
。
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高
札
の
掲
示
と
民
風
改
正

累世年鑑（墨塗りの記述部分）

（ （ ） ）渡辺弥平治家文書 その１ 473

禁
じ
ら
れ
た
墨
塗
り

〔民風御改正〕申渡（冒頭部分）

（松本喜輝家文書（その２）１）



福
島
県
の
砂
鉄
を
原
料
と
し
た
製
鉄
の

歴
史
は
、
浜
通
り
海
岸
部
丘
陵
を
中
心
に

七
世
紀
の
後
半
に
開
始
さ
れ
、
平
安
時
代

の
前
期
頃
ま
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
な
お
、
古
代
に
比
定
さ
れ

る
小
規
模
の
製
鉄
遺
構
の
調
査
例
は
浜
通

り
以
外
で
も
少
数
認
め
ら
れ
る
が
、
国
が

関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
遺
跡

が
あ
る
の
は
今
の
と
こ
ろ
浜
通
り
だ
け
で

あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
製
鉄

遺
跡
は
阿
武
隈
山
地
内
に
多
く
認
め
ら

れ
、
米
沢
藩
内
の
製
鉄
事
情
の
一
端
に
つ

い
て
は
前
号
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。こ

こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
明
治
期
の
県

庁
文
書
「
鉱
業
農
第
廿
八
号
」
に
見
る
砂

鉄
製
錬
に
関
す
る
資
料
で
、
元
徳
島
藩
の

筆
頭
家
老
で
士
族
の
稲
田
邦
植
が
、
地
主

等
と
の
連
名
で
福
島
県
知
事
に
宛
て
た
銑

鉄
製
造
の
た
め
の
製
鉄
場
の
設
立
願
い
で

あ
る
。

資
料
に
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）

一
〇
月
三
一
日
の
日
付
で
磐
城
国
菊
田
郡

錦
村
大
字
中
田
海
岸
の
砂
鉄
を
採
取
し
、

そ
れ
を
原
料
に
菊
田
郡
田
人
村
字
川
向
に

製
鉄
場
を
設
立
し
て
銑
鉄
製
造
業
を
起
こ

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り

「
砂
鉄
採
取
願
」
は

「
製
鉄

、

、

場
設
立
願
」
と
別
に
採
取
地
の
図
面
を
付

け
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

「
製
鉄
場
設
立
願
」
の
添
付
図
面
に
よ

る
と
、
製
鉄
場
に
は
炭
置
場
・
砂
鉄
置
場

・
工
場
・
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
工
場
の

敷
地
は
九
間
四
方
の
正
方
形
で
あ
る
。
製

鉄
炉
の
形
状
等
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
原
料
が
砂
鉄
、
燃
料
が
炭
で
あ
る
こ

と
等
か
ら
、
近
世
た
た
ら
的
な
操
業
形
態

を
計
画
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
島
根
県
に
遺
存
す
る
「
菅
谷
た
た

」

。

ら

の
高
殿
は
ほ
ぼ
一
〇
間
四
方
で
あ
る

ま
た

『
富
岡
町
史
』
に
よ
る
と
、
富

、

岡
町
上
手
岡
鉄
山
で
は
明
治
一
六
～
二
二

年
頃
に
か
け
て
宮
城
県
本
吉
郡
気
仙
沼
の

熊
谷
又
兵
衛
に
よ
る
鉄
鉱
石
を
原
料
と
す

る
洋
式
高
炉
技
術
を
採
り
入
れ
た
製
鉄
が

試
み
ら
れ
て
お
り
、
明
治
政
府
の
近
代
化

政
策
の
下
、
砂
鉄
製
錬
と
合
わ
せ
て
国
内

資
源
の
開
発
が
図
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
二
二
年
段
階
の

国
内
鉄
類
の
約
八
割
は
海
外
か
ら
の
輸
入

（
安
田
稔
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
前
半
は
、
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
本
番
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
収
蔵
資
料
展
で
は
前
期
・

後
期
の
二
回
に
分
け
て
、
多
く
の
人
々
に

愛
で
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
花
」
と

「
温
泉
」
を
取
り
上
げ
て
、
ふ
く
し
ま
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
資
料
と
し

て
は
館
収
蔵
の
屏
風
・
掛
け
軸
・
出
版
物

・
絵
葉
書
な
ど
の
絵
画
資
料
を
中
心
に
用

い
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
理
解
の
助
け
と

な
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。

年
が
あ
ら
た
ま
っ
て
か
ら
の
収
蔵
資
料

展
は
、
前
年
度
に
刊
行
し
た
収
蔵
目
録
第

四
六
集
で
公
開
し
た
資
料
を
基
に
代
表
的

な
資
料
を
展
示
し
た
「
新
公
開
史
料
展
」

と
し
ま
し
た
。
特
に
近
世
の
湯
野
村
（
現

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
）
の
資
料
が
充
実
し

て
お
り
、
当
時
の
生
活
ぶ
り
を
髣
髴
と
さ

せ
る
資
料
群
で
す
。

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
収
蔵

資
料
展
の
合
間
に
、
近
世
の
豆
知
識
と
し

て
「
パ
ネ
ル
展
」
を
実
施
し
ま
し
た

古
文
書
講
座
で
は

「
口
留
番
所
の
文

、

書
を
読
み
解
く
」
と
題
し
、
藩
が
領
境
に

設
け
た
口
留
番
所
に
関
わ
る
「
番
所
役
人

の
任
命
と
交
通
手
形

・

番
所
の
武
器
と

」
「

馬
の
通
行
規
定

・

流
通
統
制
さ
れ
た
産

」
「

物
」
の
文
書
を
取
り
上
げ
、
番
所
の
活
動

に
つ
い
て
四
回
に
わ
た
り
読
み
解
き
ま
し

た
。

フ
ィ
ル
ム
上
映
会
は

「
日
本
の
伝
統

、

文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
歴
史
や
風
土
、

民
俗
芸
能
、
伝
統
文
化
に
関
す
る
記
録
映

画
を
三
回
に
分
け
て
上
映
し
ま
し
た
。

地
域
史
研
究
講
習
会
で
は

「
鎌
倉
幕

、

府
と
南
奥
の
武
士
団

・

江
戸
時
代
に
お

」
「

け
る
磐
城
の
古
式
捕
鯨
に
つ
い
て

・

陸

」
「

奥
国
戸
籍
と
古
代
の
集
落
」
と
題
し
た
三

本
の
講
演
と
報
告
が
あ
り
、
古
代
か
ら
近

世
に
お
け
る
地
域
の
歴
史
研
究
成
果
を
通

し
て
、
福
島
県
の
歴
史
的
特
質
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

福
島
県
文
化
振
興
財
団
の
自
主
事
業
で

あ
る
芸
術
文
化
振
興
事
業
の
「
歴
史
再
発

見
事
業
」
で
は
、
他
の
部
署
と
連
携
し
な

、「

」

が
ら

歴
史
に
学
ぶ
ふ
く
し
ま
の
記
憶

と
題
し
て
資
料
展
と
成
果
報
告
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
人
と
木
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
歴
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
ま
し

た
。業

務
の
一
環
で
あ
る
寄
託
文
書
の
整
理

も
滞
り
な
く
進
め
て
い
ま
す
。
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